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ゴールデンウイークが終わりました。みなさん、よい休日を過ごしましたか？

連休で春の疲れや緊張はとれたでしょうか。

いよいよ授業も部活動も本格的になってくる５月は、一年のうちで最もケガ

が多く発生する時期でもあります。また、寒暖差が大きいため体調を崩しやす

くなったり、突然暑くなった日は熱中症のような症状をおこすこともあります。

５月は全校田植えや高校総体に向けた部活動強化週間もあります。日々の生活

を見直し、健康管理をしっかりとして、元気に充実した毎日を送ってください。

“熱中症は夏に起こるもの”と思っている人

も多いと思いますが、実は熱中症は梅雨入り前

の５月頃から発生します。特に５月はまだ汗を

かくことに慣れていないため、急に気温が高く

なると発汗がスムーズにいかず、熱中症のリス

クが高まります。

今後、外での実習や運動、行事の機会が増え

ていきます。天気予報を確認して、暑さ対策を

しっかりとしましょう。暑い日は、こまめな水

分補給や実習帽の着用などで熱中症の危険から

身を守りましょう。また、本格的な暑さに備え

て体を暑さに慣れさせていく「暑熱順化」も大

切です。（下記参照↓）

５月でも

熱中症の危険は

あります！！




